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0
2
5
年
度
の
実
現
を
目
指
す「
地
域

包
括
ケ
ア
体
制
」と
は
何
か
。目
的
は
分

か
る
が
、い
っ
た
い
、ど
う
構
築
す
る
の
か
。各
地

で
具
体
策
を
模
索
中
だ
が
、ひ
と
つ
の
先
駆
例
を

紹
介
し
た
い
。

地
域
に
溶
け
込
み
、

地
域
で
育
つ

　
「
お
年
寄
り
自
身
で“
施
設
に
入
り
た
い
”と
心

底
思
う
方
は
誰
一
人
い
な
い
」。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
35
年
も
運
営
し
て

き
た
小
田
原
福
祉
会
の
時
田
純
・
理
事
長（
86
）は
、

そ
う
言
い
き
る
。施
設
の
必
要
性
と
そ
の
限
界
を

見
極
め
、「
何
と
か
在
宅
で
看
取
り
ま
で
含
め
た

サ
ー
ビ
ス
を
創
り
た
い
」と
願
っ
て
き
た
。

　

神
奈
川
県
の
小
田
原
市
は
、西
が
箱
根
連
山
に

つ
な
が
り
、南
が
相
模
湾
を
望
み
、人
口
約
20
万
人
。

そ
の
海
側
で
、時
田
さ
ん
の
社
会
福
祉
法
人
は
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
潤
生
園
」を
軸
に
、時
代
を

先
取
り
す
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
次
々
に
創
っ
た
。

　

▼
独
居
老
人
の
会
食
会（
1
9
7
8
年
）▼
寝

た
き
り
老
人
の
短
期
入
所
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス（
79

年
）▼
配
食
サ
ー
ビ
ス（
89
年
、翌
年
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
助
け
も
借
り
た
年
中
無
休
の
昼
食
・
夕

食
配
達
）▼
全
国
初
の
施
設
独
自
の
訪
問
介
護
員

養
成
研
修（
92
年
）▼
県
内
初
の
24
時
間
3
6
5

日
訪
問
介
護（
96
年
）～
。

　

介
護
保
険
施
行（
2
0
0
0
年
度
）の
は
る
か

前
、ど
れ
も
こ
れ
も
自
主
事
業
で
始
め
、施
設
か

ら
地
域
へ
打
っ
て
出
た
。

　

2
0
0
0
年
代
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
計
14
カ

所
も
開
設
、訪
問
介
護
と
訪
問
看
護
を
拡
大
、特

養
ホ
ー
ム
は
定
員
1
0
0
人
で
止
め
、採
算
と
処

遇
が
難
し
く
、敬
遠
さ
れ
る
短
期
・
中
期
入
所
を

70
人
も
預
か
る
。

　

そ
の
志
と
努
力
は
、い
ま「
地
域
包
括
ケ
ア
体

制
」構
築
へ
と
集
中
し
て
い
る
。

「
足
湯
」か
ら「
学
習
塾
」ま
で

　

小
田
原
市
は
自
治
会
連
合
会
25
カ
所
ご
と
に

「
ケ
ア
タ
ウ
ン
」作
り
を
掲
げ
、小
田
原
福
祉
会
は

地
元
の
東ひ

が
し
と
み
ず

富
水
地
域（
人
口
約
1
・
3
万
人
）を
担

当
し
た
。

　

古
い
3
～
5
階
建
て
市
営
住
宅
群
の
一
角
で

空
き
店
舗
を
改
造
し
、「
ふ
れ
あ
い
処
ひ
と
や
す

み
」を
開
い
た（
2
0
1
0
年
10
月
、地
域
包
括
ケ

2

ある社会福祉法人の
実践に学ぶ
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ア
推
進
モ
デ
ル
事
業
）。

　

1
階
に
は
小
田
原
福
祉
会
の
お
客
さ
ま
サ
ー

ビ
ス
室
長
や
保
健
師
が
常
駐
し
、不
在
時
や
夜
間

は
同
会
の
24
時
間
電
話
相
談
で
対
応
す
る
。2
階

に
は「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」が
入
り
、社
会

福
祉
士
、保
健
師
、主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
計
7

人
が
地
域
全
体
の
課
題
に
対
処
す
る
。

　

ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
1
階
隅
に『
足
湯
』を
設
け

た
こ
と
。「
温
ま
る
」「
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
」と
好
評

で「
カ
フ
ェ
」に
は
飲
み
物
が
用
意
さ
れ
利
用
料

は
1
0
0
円（
写
真
）。希
望
者
に
は
配
食
サ
ー
ビ

ス
の
ラ
ン
チ
も
届
く
。

　

肩
を
並
べ
足
湯
で
く
つ
ろ
ぐ
う
ち
に
自
然
な

交
流
が
生
ま
れ
た
。「
男
性
介
護
者
の
集
い
」、お

年
寄
り
向
け
の「
火
を
使
わ
な
い
簡
単
料
理
教

室
」、夕
刻
に
は
、地
元
の
有
志
が
先
生
役
に
な
る

「
中
学
生
学
習
会
」が
週
2
回
開
か
れ
、塾
に
行
け

な
い
生
徒
10
数
人
が
集
ま
る
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

グ
ル
ー
プ
」も
結
成
さ
れ
、公
的
制
度
の
対
象
外

の
困
り
ご
と
を
引
き
受
け
る（
1
回
1
0
0
円

の
ゴ
ミ
出
し
、電
球
の
取
り
替
え
か
ら
1
時
間

4
0
0
円
の
草
刈
り
な
ど
）。

新
た
な
支
え
合
い「
百
景
」を

　
「
ち
ょ
っ
と
楽
し
そ
う
」と
、気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
仕
掛
け
が
大
事
だ
。「
足
湯
」か
ら
会
話
と
交

流
が
始
ま
る
。そ
こ
で
専
門
職
に
よ
る
24
時
間

3
6
5
日
対
応
の
相
談
や
介
護
保
険
以
外
の
サ
ー

ビ
ス
も
受
け
ら
れ
る
。

　
「
血
縁
も
地
縁
も
な
い
集
合
住
宅
群
で
、自
分

に
関
心
を
持
ち
、見
届
け
て
く
れ
る
人
が
い
る
。

そ
の
安
心
感
を
発
信
し
、地
域
を
支
え
る
拠
点

に
」。時
田
さ
ん
の
思
い
が
、行
政
、自
治
会
、社
会

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
の
教
授
を
経
て
、

目
白
大
学
生
涯
福
祉
研
究
科
・
客
員
教
授
。Ｎ
Ｈ
Ｋ（
Ｅ
テ
レ
）「
福
祉
マ
ガ
ジ
ン
」

編
集
長（
毎
月
、最
終
水
曜
日
午
後
８
時
放
映
）や
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

ジ
ャ
パ
ン
」会
長
も
務
め
る
。

福
祉
協
議
会
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
助
け
を
得
て
、

高
齢
者
同
士
は
も
ち
ろ
ん
、中
学
生
の
面
倒
ま
で

み
る「
互
助
」に
育
ち
つ
つ
あ
る
。

　
「
地
域
包
括
ケ
ア
」は
、中
学
校
の
校
区
程
度（
住

民
約
1
万
人
）を
想
定
し
、医
療
・
介
護
・
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
等
が
公
的
、私
的
に
提
供
さ
れ
る“
地

域
ぐ
る
み
の
支
え
合
い
”で
あ
る
。そ
の
実
現
に

は
市
町
村
に
加
え
、強
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
る
。

社
会
福
祉
法
人
、社
協
、医
療
法
人
、生
協
、農
協
、

N
P
O
団
体
等
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
意
欲
と
実

行
力
の
あ
る
集
団
の
参
画
を
募
る
ほ
か
な
い
。

　

こ
ん
な
大
事
業
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た
り
、い
ま

何
が
必
要
か
。厚
労
省
は
、小
田
原
福
祉
会
の
よ

う
な
先
駆
例
を
で
き
る
だ
け
多
く
集
め
、千
差
万

別
の
地
域
事
情
に
応
じ
、ど
ん
な
ニ
ー
ズ
に
、ど

う
応
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、現
状
を
紹
介
し

て
ほ
し
い
。

　

い
わ
ば“
包
括
ケ
ア
百
景
”を
示
す
こ
と
で
、参

考
に
す
べ
き
歩
み
方
と
目
指
す
べ
き
ゴ
ー
ル
の

姿
が
浮
か
ん
で
く
る
か
ら
だ
。


